
合
田
大
介
は
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
年
）
に
一
紅
毛
医
言
」
と
題
し
て
わ
が
国
で
は
じ
め
て
藺
方
の
内
科
を
紹
介
し
た
合
田
求
吾
の
弟
で

あ
る
。
兄
求
吾
の
名
声
に
か
く
れ
て
そ
の
功
績
は
医
学
史
上
で
は
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
縁
あ
っ
て
大
介
の
子
孫
に
当
ら
れ
る
丸
亀
在

住
の
合
田
慶
助
氏
宅
に
蔵
さ
れ
て
い
る
同
家
の
古
い
資
料
十
数
部
を
見
せ
て
い
た
だ
く
機
会
に
恵
ま
れ
、
そ
の
中
に
は
大
介
の
筆
に
な
る
蘭

方
医
療
、
と
く
に
外
科
に
関
す
る
手
書
き
の
草
稿
が
い
く
つ
か
あ
り
、
そ
の
内
容
が
時
代
を
抜
く
も
の
で
あ
る
の
に
驚
嘆
し
た
。

と
く
に
そ
の
う
ち
の
『
紅
毛
医
術
聞
書
』
と
題
す
る
和
綴
八
十
余
ペ
ー
ジ
の
言
に
は
江
戸
中
期
の
藺
方
勃
興
期
に
も
そ
の
様
子
が
全
く
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
癌
（
カ
ン
ケ
ル
）
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
中
心
に
し
て
こ
の
言
の
内
容
の
概
略
を
紹
介
し
た
い
。

合
田
大
介
（
俗
称
は
大
助
、
諄
は
善
与
、
字
は
久
敬
、
号
は
蘭
斉
）
は
元
文
三
年
二
七
三
八
年
）
讃
岐
の
和
田
浜
（
現
在
の
香
川
県
、
丸
亀
）
で

代
々
医
を
業
と
す
る
合
田
吉
盤
（
伝
右
エ
門
）
、
鞠
の
三
男
と
し
て
誕
生
し
た
。
長
兄
の
求
吾
が
亨
保
八
年
（
一
七
二
三
年
）
生
れ
で
あ
る
の
で
、

求
吾
と
は
十
五
歳
違
い
の
弟
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

大
介
の
略
歴

は
じ
め
に

「
紅
毛
医
術
聞
耆
」
に
み
る
合
田
大
介
の
カ
ン
ケ
ル
論

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
一
巻
第
三
号

平
成
七
年
九
月
二
十
日
発
行長

与
健
夫

平
成
七
年
二
月
二
十
四
日
受
付

平
成
七
年
三
月
三
十
日
受
理
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宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
年
）
か
ら
二
年
間
京
都
に
出
て
古
方
家
の
松
原
敬
輔
二
閑
斉
）
に
師
事
し
て
お
り
、
求
吾
が
長
崎
に
行
き
吉
雄

耕
牛
、
芦
風
に
つ
い
て
オ
ラ
ン
ダ
内
科
を
学
び
そ
れ
を
「
紅
毛
医
言
」
と
題
し
て
著
し
た
の
が
宝
暦
十
二
年
二
七
六
二
年
）
で
あ
る
の
で
、

そ
の
時
大
介
は
京
都
に
居
た
こ
と
に
な
る
。

長
崎
で
学
ん
だ
オ
ラ
ン
ダ
の
外
科
術
や
薬
の
知
識
を
基
に
し
た
彼
の
治
療
は
他
に
比
肩
す
る
も
の
が
無
か
っ
た
の
で
、
別
に
一
家
を
興
し

た
家
に
は
遠
近
を
問
わ
ず
患
者
が
殺
到
し
、
彼
の
名
は
関
西
以
西
に
広
ま
っ
た
と
い
う
。

大
介
が
四
十
歳
の
安
永
六
年
二
七
七
七
年
）
の
春
に
師
の
芦
風
か
ら
便
り
が
あ
り
、
「
最
近
オ
ラ
ン
ダ
の
医
書
を
入
手
し
た
が
、
私
は
病
気

で
そ
の
訳
が
出
来
な
い
・
誰
に
こ
の
害
を
伝
え
る
べ
き
か
門
弟
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
あ
な
た
以
外
に
は
な
い
と
い
う
一
致
し
た
意
見
な
の
で
、

是
非
長
崎
に
来
て
欲
し
い
」
と
の
内
容
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
頃
大
介
は
重
病
人
を
抱
え
て
診
療
に
忙
し
く
長
崎
に
行
く
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
。
そ
の
年
の
秋
芦
風
は
死
去
し
翌
年
そ
の
霊
を
慰
め
る
た
め
に
彼
は
久
し
ぶ
り
に
弟
子
の
西
村
正
佐
を
連
れ
て
長
崎
に
行
き
、
芦
風
が
彼

に
託
し
た
藺
書
を
受
け
取
り
そ
れ
を
長
崎
の
客
舎
で
正
佐
と
と
も
に
訳
し
て
「
外
療
和
解
雑
記
」
（
安
永
七
年
・
一
七
七
八
年
）
と
題
し
て
記
録

し
た
。
晩
年
は
病
を
得
て
一
時
静
養
し
、
寛
政
七
年
二
七
九
五
年
）
五
十
八
歳
で
死
去
し
た
。

幼
い
こ
ろ
か
ら
親
孝
行
、
兄
思
い
の
利
発
な
少
年
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
十
八
歳
の
宝
暦
五
年
二
七
五
五
年
）
兄
求
吾
の
薦
め
で
長

崎
に
行
き
、
和
藺
大
通
詞
で
医
業
に
も
通
じ
て
い
た
吉
雄
耕
牛
及
び
そ
の
弟
の
芦
風
（
永
純
・
作
次
郎
）
に
つ
い
て
藺
方
の
手
習
い
を
受
け
、

当
時
オ
ラ
ン
ダ
で
使
わ
れ
て
い
た
薬
の
名
称
、
内
容
や
効
能
を
「
紅
毛
口
和
解
」
、
「
阿
藺
陀
薬
種
効
能
之
伝
言
」
な
ど
と
し
て
書
き
と
め
た
。

二
年
余
り
で
家
に
帰
っ
た
が
、
求
吾
は
未
だ
そ
の
学
習
が
充
分
で
な
い
と
し
て
そ
の
後
数
回
大
介
を
長
崎
に
送
り
出
し
て
勉
学
を
続
け
さ
せ

一
一
庁

ア
’
○

坐
ノ
ハ

こ
の
聞
書
と
前
後
し
て
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
紅
毛
外
科
間
書
」
と
と
も
に
、
こ
の
『
紅
毛
医
術
間
書
」
が
書
か
れ
た
年
代
は
そ
の
巻

「
紅
毛
医
術
間
害
」
の
内
容
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頭
に
も
巻
末
に
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
確
か
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
聞
害
と
あ
る
題
言
と
そ
の
内
容
及
び
前
記
し
た
大
介
の
略
歴

と
か
ら
『
外
療
和
解
雑
記
』
の
書
か
れ
た
安
永
七
年
二
七
七
八
年
）
以
前
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
・

聞
書
の
性
質
上
い
ろ
い
ろ
な
疾
患
の
順
序
立
っ
た
記
述
と
は
云
い
難
く
、
随
分
と
重
複
し
た
り
前
後
し
た
り
す
る
所
が
あ
る
が
、
こ
の
害

の
主
体
を
な
す
の
は
腫
瘍
論
と
も
云
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
（
「
紅
毛
外
科
間
害
」
に
は
、
炎
症
や
水
腫
な
ど
に
よ
る
〃
腫
れ
物
″
や
痔
核
、
痔
瘻
な

ど
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
こ
の
領
域
の
こ
と
を
知
る
の
に
興
味
が
あ
る
が
、
主
題
を
離
れ
る
の
で
省
略
す
る
。
）

未
だ
良
性
ｌ
、
悪
性
腫
瘍
の
概
念
が
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
し
て
上
皮
性
、
非
上
皮
性
の
別
な
ど
は
思
い
も
よ
ら
ぬ
時
代
で
あ
っ
た
の

で
、
そ
の
記
述
に
は
多
少
の
混
同
や
間
違
い
ま
た
意
味
不
明
な
所
も
あ
る
が
、
そ
の
内
容
を
検
討
し
て
み
る
と
腫
瘍
に
は
良
性
の
も
の
と
悪

性
の
も
の
と
が
あ
る
こ
と
は
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
対
象
が
主
と
し
て
乳
房
や
陰
茎
な
ど
外
部
か
ら
判
断
出
来
る
も
の

に
限
ら
れ
て
い
る
は
、
病
理
解
剖
の
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
こ
の
時
代
の
こ
と
を
思
え
ば
当
然
と
云
え
る
だ
ろ
う
。

カ
ン
ケ
ル
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

カ
ル
シ
ノ
マ
一
名
カ
ン
ヶ
ル

此
腫
（
シ
ュ
リ
ス
？
）
二
似
テ
不
散
、
不
膿
、
行
（
い
）
ス
ワ
リ
テ
不
動
。
而
（
し
て
）
悪
症
ヲ
ア
ラ
ワ
シ
痛
出
、
此
ヲ
カ
ン
ヶ
ル
初
発
卜

云
。
筋
蟹
ノ
脚
ノ
如
ク
シ
テ
痛
甚
強
者
也
。
此
腫
終
リ
ニ
ロ
明
ク
（
潰
瘍
化
）
モ
ア
リ
又
口
明
ザ
ル
モ
ノ
モ
ァ
リ
。
初
発
シ
ュ
リ
ス
ノ
如
ク

コ
ハ
リ
（
し
こ
る
）
、
腫
ハ
細
ク
乾
梅
ノ
如
ク
シ
テ
、
年
月
ヲ
経
テ
次
第
二
増
脹
ス
ル
モ
ノ
也
。
…
…
口
傷
（
く
ず
）
ル
ル
コ
ト
ニ
年
・
三
年

カ
カ
ル
モ
有
。
又
一
年
位
ニ
テ
傷
ル
ル
モ
有
。
口
傷
レ
テ
ハ
黄
汁
出
、
臭
気
甚
シ
ク
痛
ミ
弥
々
（
い
よ
い
よ
）
相
増
シ
、
夫
ョ
リ
色
々
ノ

カ
カ
ル
モ
有
。
又
一
年
位
二
｜
｜

悪
症
ヲ
ア
ラ
ワ
ス
モ
ノ
ナ
リ
。

出
所
婦
人
乳
二
多
ア
リ
。

カ
ン
ケ
ル
に
つ
い
て

又
男
子
乳
ニ
モ
出
。
或
唇
、
咽
、
舌
、
鼻
、
男
女
ノ
陰
所
ヘ
モ
出
ル
モ
ノ
也
。
人
年
四
十
ョ
リ
余
ノ
男
女
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カ
ン
ヶ
ル
出
ル
処
女
子
子
宮
、
口
中
、
両
腋
、
両
股
ナ
ド
ヘ
発
ス
ル
ハ
難
キ
也
・
唇
、
目
、
乳
、
是
ナ
ド
ヘ
出
シ
ハ
科
治
イ
タ
シ
易
キ

也
。
此
ホ
ド
ノ
処
ハ
切
テ
治
ヲ
ナ
シ
ャ
ス
シ
。
子
宮
、
口
中
、
腋
下
ナ
ド
ハ
切
取
ル
コ
ト
ナ
ラ
ヌ
ュ
エ
ニ
治
シ
ガ
タ
キ
也
。

カ
ン
ケ
ル
ウ
ッ
ル
ト
云
ケ
レ
ド
モ
、
ウ
ッ
リ
タ
ル
ハ
此
マ
デ
見
ヌ
也
。
治
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
毎
度
見
タ
ケ
レ
ド
モ
何
モ
ナ
ク
年
ヲ
経
シ
ト

ナ
リ
。
…
…
止
ム
コ
ト
ヲ
エ
ズ
シ
テ
切
取
テ
全
快
シ
年
久
シ
ク
生
キ
タ
ル
人
モ
十
人
ノ
内
三
人
モ
ア
レ
リ
ト
ナ
リ
。
：
．
…
痛
強
キ
ハ
阿
片

ヲ
煎
湯
二
加
入
シ
飲
ス
ル
也
。
又
芥
子
類
モ
ョ
キ
也
。
病
人
強
弱
ヲ
考
ル
コ
ト
第
一
ナ
リ
。
阿
片
ヲ
用
フ
レ
バ
ョ
ク
眠
ル
モ
ノ
也
。
。
：
…

上
述
し
た
よ
う
に
大
介
は
乳
房
に
出
来
た
カ
ン
ケ
ル
は
早
い
う
ち
に
切
り
取
れ
ば
治
る
病
気
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
文
の
中

に
は
良
性
腫
瘍
が
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
も
否
定
出
来
な
い
。

山
脇
東
洋
に
教
え
を
受
け
江
戸
医
学
史
上
の
奇
才
と
云
わ
れ
た
永
富
独
哺
庵
は
、
合
田
求
吾
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
長
崎
行
き
を
基
に
し
て
書

ク
ナ
リ
テ
根
フ
カ
キ
モ
ノ
也
。
□

必
死
卜
云
ハ
ナ
シ
。
折
々
二
治
ス

カ
ン
ケ
ル
ロ
傷
レ
ズ
痛
モ
ナ
ク

モ
ノ
也
。
：
…
・
医
者
ダ
ル
者
病
家

タ
ル
ア
ト
痛
出
ル
ハ
難
事
ナ
リ
。

ニ
ァ
リ
。
婦
人
無
子
ノ
者
一
ヨ
ク
発
ス
。
又
経
水
不
来
人
ニ
モ
儘
（
ま
ま
）
有
。
年
四
・
五
十
ノ
婦
人
二
有
。

註
云
カ
ン
ヶ
ル
婦
乳
、
胸
隔
二
多
発
ス
。
生
気
血
不
順
ノ
人
又
虚
弱
ノ
人
、
出
ル
処
何
レ
ヘ
出
テ
モ
難
腫
ナ
リ
。
…
…
初
メ
梅
核
ノ
如
ク

ア
ル
也
。
切
り
取
ル
コ
ト
ヲ
良
ト
ス
。

カ
ン
ケ
ル
初
発
ハ
カ
ュ
ミ
ア
リ
。
微
熱
シ
キ
リ
キ
リ
ト
痛
ミ
、
亦
赤
色
、
灰
色
、
又
ハ
紫
黒
色
、
時
ト
シ
テ
変
色
ヲ
ナ
ス
。
体
重
ウ
ス

ク
ナ
リ
テ
根
フ
カ
キ
モ
ノ
也
。
口
傷
レ
テ
ハ
甚
ム
ッ
カ
シ
キ
モ
ノ
ナ
レ
バ
初
発
ノ
内
二
治
ヲ
為
（
な
）
ス
コ
ト
ヲ
イ
ソ
グ
也
。
口
傷
レ
テ
モ

必
死
卜
云
ハ
ナ
シ
。
折
々
二
治
ス
ル
モ
ノ
ア
レ
バ
、
気
ヲ
付
テ
治
ヲ
ナ
ス
ベ
キ
コ
ト
也
。

カ
ン
ケ
ル
ロ
傷
レ
ズ
痛
モ
ナ
ク
病
人
タ
シ
カ
ニ
シ
テ
気
分
ニ
モ
サ
ハ
ラ
ズ
治
モ
マ
チ
ガ
ワ
ネ
バ
タ
ト
イ
久
シ
ク
ナ
ル
ト
モ
治
ス
ル

セ
ノ
也
。
：
…
・
医
者
ダ
ル
者
病
家
ョ
リ
礼
ハ
ウ
ケ
ル
ナ
レ
ド
モ
、
一
人
モ
今
時
分
此
ノ
カ
ン
ケ
ル
ヲ
治
ス
ル
者
ハ
ア
ル
マ
イ
也
。
・
・
・
．
：
切

カ
ン
ケ
ル
論
の
影
響
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合
田
大
介
は
吉
雄
芦
風
に
私
淑
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
大
介
の
ご
子
孫
で
あ
り
丸
亀
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
合
田
慶
助
氏
宅
の
仏
壇
に
、

同
家
の
祖
先
の
位
牌
と
と
も
に
芦
風
の
位
牌
が
安
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
。

大
介
は
オ
ラ
ン
ダ
内
科
を
は
じ
め
て
わ
が
国
に
紹
介
し
た
『
紅
毛
医
言
」
の
著
者
合
田
求
吾
の
弟
で
あ
り
、
芦
風
は
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
の
巨

匠
で
藺
方
紹
介
の
総
元
締
め
と
も
云
う
べ
き
吉
雄
耕
牛
の
弟
で
あ
る
。
讃
岐
と
長
崎
と
い
う
遠
隔
の
地
に
住
む
人
達
で
あ
り
な
が
ら
、
年
齢

い
た
『
漫
遊
雑
記
』
の
中
で
次
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。

「
乳
癌
ノ
治
セ
ザ
ル
ハ
古
ク
ョ
リ
然
リ
。
然
ル
ー
和
藺
書
中
二
言
エ
ル
コ
ト
ア
リ
。
日
ク
ソ
ノ
初
発
梅
核
ノ
如
ク
ナ
ル
時
快
刀
ヲ
以
テ
之
ヲ

割
キ
、
ノ
チ
ニ
金
瘡
ノ
法
二
従
ツ
テ
コ
レ
ヲ
治
ス
ル
ト
。
コ
ノ
言
味
ア
リ
。
余
未
ダ
コ
レ
ヲ
試
ミ
ヌ
ト
錐
モ
害
ヲ
以
テ
後
人
二
告
グ
・
」
と
。

独
哺
庵
は
藺
害
が
読
め
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
文
章
は
彼
が
合
田
求
吾
か
ら
直
接
に
聞
い
た
か
、
求
吾
の
『
紅
毛
医
言
」
か
或
い
は
そ
の

弟
の
合
田
大
介
の
著
し
た
「
紅
毛
医
術
間
書
」
の
記
述
を
見
て
、
そ
れ
を
引
用
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
華
岡
青
洲
が
文
化
二
年
（
一
八
○
五

年
）
に
二
十
余
年
の
歳
月
を
か
け
て
苦
心
惨
情
し
て
作
り
上
げ
た
全
身
麻
酔
剤
（
通
仙
散
）
に
よ
る
乳
癌
の
手
術
切
除
に
成
功
し
た
こ
と
は

余
り
に
も
有
名
で
あ
る
が
、
乳
癌
も
そ
の
初
め
に
は
梅
の
実
の
よ
う
な
し
こ
り
で
、
こ
の
時
期
に
切
り
取
れ
ば
患
者
を
助
け
る
こ
と
が
出
来

る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
手
術
に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
青
洲
は
こ
の
こ
と
を
大
介
か
独
嚥
庵
の
記
述
に
よ
っ
て
知
っ
た
に
違

い
な
い
。
大
介
の
著
し
た
『
紅
毛
医
術
間
書
」
の
う
ち
の
カ
ン
ケ
ル
に
関
す
る
記
載
は
、
当
初
は
た
だ
カ
ン
ケ
ル
の
性
状
を
語
り
姑
息
的
な

治
療
法
を
伝
え
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
後
に
な
っ
て
こ
の
よ
う
な
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
原
動
力
と
な
っ
た
。
事
実
に
即
し
た
正
し
い
情

報
を
伝
え
る
こ
と
の
重
大
さ
が
こ
こ
に
も
覗
わ
れ
る
。

フ
ラ
ン
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
大
家
ペ
テ
ィ
ー
が
乳
癌
の
根
治
手
術
を
提
唱
し
て
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
た
の
が
一
七
七
四
年
で
あ
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
の
で
、
乳
癌
手
術
に
つ
い
て
の
情
報
は
藺
書
を
通
じ
て
大
介
や
独
哺
庵
に
比
較
的
早
く
伝
え
ら
れ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に
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を
切
り
拓
い
て
い
っ
た
こ
と
に
感
動
を
一

つ
た
こ
と
を
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

（
付
記
・
吉
雄
耕
作
・
芦
風
兄
弟
が
使
っ
た
原
書
が
何
で
あ
っ
た
の
か
記
載
が
無
い
の
で
明
ら
か
で
な
い
が
、
そ
の
時
代
の
輸
入
蘭
害
の
リ
ス
ト
か
ら
し

て
ハ
イ
ス
テ
ル
著
、
ウ
ル
ホ
ー
ン
闘
訳
の
外
科
書
及
び
プ
レ
ン
キ
の
外
科
害
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
）

の
似
か
よ
っ
た
兄
弟
同
志
が
新
し
い
医
学
・
医
療
の
導
入
の
た
め
に
互
い
に
深
く
信
頼
し
あ
っ
て
知
識
と
情
報
を
交
換
し
あ
い
一
つ
の
時
代

を
切
り
拓
い
て
い
っ
た
こ
と
に
感
動
を
覚
え
る
が
、
そ
れ
に
も
増
し
て
癌
と
い
う
病
気
が
昔
か
ら
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
人
類
共
通
の
敵
で
あ

謝
辞貴
重
な
資
料
を
快
く
ご
提
供
い
た
だ
い
た
合
田
慶
助
氏
に
深
甚
な
謝
意
を
捧
げ
る
。
ま
た
同
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
数
多
く
の
貴
重
な
資
料

の
整
理
に
は
慶
助
氏
の
父
君
故
貞
五
郎
氏
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
努
力
が
あ
っ
た
こ
と
を
付
記
す
る
。
）

参
考
文
献

紅
毛
医
術
間
書
（
年
不
明
）

紅
毛
外
科
間
書
（
年
不
明
）

紅
毛
口
和
解
（
宝
暦
五
年
’
し

阿
蘭
陀
薬
種
効
能
之
伝
言
（

以
上
、
合
田
大
介
述

藺
斉
先
生
行
状
（
合
田
習
〔
大
介
長
男
〕
述
、
寛
政
八
年
）

独
哺
庵
先
生
行
状
（
亀
井
南
漠
述
、
明
和
三
年
）

外
療
和
解
雑
記
（
安
永
七
年
）

紅
毛
外
療
聞
害
改
録
（

口
中
伝
言
（
明
和
五
年
）

（
宝
暦
五
年
’
七
年
）

柳
能
之
伝
言
（
宝
暦
八
年
）

巨
改
録
（
宝
暦
十
一
年
）
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合
田
求
吾
兄
弟
の
伝
記
資
料
に
つ
い
て
（
山
本
四
郎
記
）

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

以
上
、
合
田
家
所
蔵

富
士
川
満
「
温
恭
合
、

大
久
保
甚
一
「
讃
岐
（

草
薙
武
吉
「
讃
岐
蘭
苦

竹
内
席
夫
「
藺
方
内
封

岡
田
唯
吉
「
讃
岐
の
、

長
与
健
夫
「
合
田
求
君

「
温
恭
合
田
求
吾
先
生
」
中
外
医
事
新
報
、
一
二
三
九
号
、
一
’
九
頁
、
一
九
三
六
（
昭
十
一
）

「
讃
岐
の
名
医
合
田
強
先
生
と
最
初
の
藺
方
内
科
書
「
紅
毛
医
言
」
」
東
北
帝
大
、
艮
陵
、
三
五
号
、
一
九
三
六
（
昭
十
二

「
讃
岐
蘭
学
の
先
駆
者
、
合
田
強
の
「
紅
毛
医
言
」
に
就
て
」
香
川
県
学
友
会
雑
誌
、
一
九
三
六
（
昭
十
一
）

「
藺
方
内
科
の
先
駆
者
、
合
田
求
吾
」
坂
出
文
化
協
会
、
海
橋
、
九
、
一
九
八
三
（
昭
五
八
）

「
讃
岐
の
四
大
医
に
つ
い
て
」
鎌
田
共
済
会
、
郷
土
博
物
館
蔵

「
合
田
求
吾
の
「
紅
毛
医
言
」
に
つ
い
て
」
日
本
医
史
学
雑
誌
、
三
八
巻
三
号
、
八
九
’
一
○
○
頁
、
一
九
九
二
（
平
四
）

（
愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
名
誉
総
長
）
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TreatiseonKq7zﾙeγ〃(Cancer)WrittenintheBook

66KomoljutsuMonsho"byGodaDaisuke

国
。
一

byTakeoNAGAYO

"KomoljutsuMonsho''(BookonDutchStyleMedicine)waswrittenbyGodaDaisuke(1738-1795),who

wasaphysicianinSanuki(KagawaPrefecture)andyoungerbrotheroftheauthorof"Komolgen
”

(IntroductoryNoteonDutchlnternalMedicine)GodaKyugo,bylisteningtotheJapaneseinterpretersYoshio

KogyuandRofuofNagasaki,aroundthe1760's.

Inthisbook,henotedthenatureofK""舵γ〃(cancer),especiallyofthebreast,andalsoreferredtothe

factthatthediseaseiscurablewhenitwasremovedinitsearlystage.

Lateron,thisinformationledtothesuccessofsurgicalresectionofbreastcancerbyHanaokaSeishu

inl805bytheuseofgeneralanesthesia,whichheinvented.

ThisarticleintroducesthepioneeringworkofGodaDaisuke.

（
苛
的
）


